
北村瑞貴の政経塾【関関同立即日分析２０２１】 

202１/2/７ 立命館大学 学部個別方式 直前チェックポイント 

★学部個別（2021/2/７）の出題予想（出題が予想される語彙や重要ポイント） 
赤字＝記述問題可能性高 青字＝選択問題可能性高 

《政党政治と選挙》 
●政党 
 １９世紀「名望家政党」 → ２０世紀「大衆政党」 → 包括政党へ 
 

●政党政治 
 ①二大政党制 
  →政局が安定しやすいが、国民の意思や利害を細かく吸収することができない。 
  例）アメリカ（民主党＆共和党） 
 
 ②小党分立制 

  →国民の要求や利害を政治に反映することができるが、政局が不安定で政治責 
任が不明確になることがある。 

例）フランス、イタリア、スウェーデン 
 
  ③一党制 
   →政局が安定し、国民に強力な指導ができるが、独裁政治や腐敗政治に陥りや

すい。 
   例）中国、北朝鮮、キューバなどの社会主義国 
 
●圧力団体（利益団体） 
 団体の利益を実現するための働きかけを「ロビイング」と呼ぶ 
 

●政治資金規正法（１９９４年改正） 
 企業や労働組合から、資金管理団体や個人宛の献金は禁止。 
  
●政党助成法 
 受取条件：次の①か②いずれかを満たす政党 

①所属国会議員５名以上 

②所属国会議員がおり、国政選挙の全国得票率２％以上 
 
●小選挙区制＝「死票」が多くなり、「ゲリマンダー（選挙において特定の政党や候 
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補者に有利なように選挙区を区割りすること）」の危険性が高い。 
 

●大選挙区制＝「死票」が多くなり、政治が不安定になる。 
 
●中選挙区制＝かつての衆議院選挙区（１９９４年廃止）３〜５人の定数 

 

 cf）初めての満２０歳以上の男女普通選挙は１９４５年 
  →ここから被選挙権が２５歳（衆議院）と３０歳（参議院）に 
  →初めて女性参政権が認められたのは、ニュージーランド 
 
●議員定数 
 衆：小２８９人＋比１７６人＝４６５人  参：選１４８人＋比１００人＝２４８人 

 
●最高裁判決 
 衆議院選挙は２倍未満が原則。３倍以上を違憲とするが、選挙は有効（事情判決） 
 参議院選挙は２０１０年の５倍に対し、違憲状態との判断。「１０増１０減」実施 
 
●公職選挙法 

 ２０１５年改正で「日本国民で年齢満１８歳以上の者」と明示。（９条） 
 
●政治的無関心（アパシー →無党派層の増加） 
 伝統型無関心・素朴型無関心・屈折型無関心 

 
《税制と社会保障》 
 ●世界の社会保障 

１６０１年 （英）エリザベス救貧法（世界初の公的扶助） 
１８８３年 （独）疾病保険法（世界初の社会保険制度）「アメとムチ」ビスマルク 

   １９１９年 ILO(国際労働機関)設立 
   １９３５年 （米）社会保障法（社会保障の始まり、ニューディール政策の１つ） 
   １９４２年 （英）ベバリッジ報告「ゆりかごから墓場まで」 
   １９４４年 ILO「フィラデルフィア宣言」 
   ２０１４年 （米）国民皆保険制度導入検討（オバマケア） 
  
●日本の社会保障 
  １８７４年 恤救規則 
  １９５８年 国民健康保険法 制定 
  １９５９年 国民年金法 制定 
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  １９６１年 国民皆保険 実現 
  １９７３年 福祉元年 
  １９９７年 介護保険法 制定 
  ２００３年 医療者負担が３割へ 
  ２００８年 後期高齢者医療制度 
 
●社会保障の２つの型 
  ヨーロッパ大陸型（フランス・イタリアなど）とイギリス・北欧型（イギリス・スウェーデン） 
 
●福祉６法 
・児童福祉法・身体障害者福祉法・生活保護法 
・精神薄弱者福祉法・老人保護法・母子福祉法 

 

《近年環境問題と持続可能な社会》 
★盲点チェックプリントを要確認しよう★ （同じ記述はしないので、ご了承ください。） 
 
●重要語句 
 ・１９７２年ローマ・クラブの「成長の限界」 
 ・シェールガス革命（アメリカ） 
 ・スマートグリッド 
  →電力需要を IT で管理し、電力を調整する仕組み 
 ・コジェネレーション 
  →発電の際の熱を暖房などに使用すること 
 
 ●SDGs（持続可能な開発目標）（２０１５年「国連持続可能な開発サミット」） 
 第１ターゲット・・・２０３０年までに「１日１.25 ドル（国際貧困ライン）」未満で生活する

人々」の貧困をあらゆる場所で終了させる 
 


